
 法曹人口調査  分析についての考え方（たたき台） 

 

 

法曹人口の在り方（全体の構造） 

 まず利用者側における法曹に対する需要の状況を把握し，その上で法曹養成課程の

現状を踏まえた法曹の供給状況，今後の見込みを考えることでよいか。 

 

❈ ❈ ❈ 

 

法曹に対する需要 

 法曹に対する需要は認められるか。どの分野でどの程度認められるか。 

 

例 

○ 一般国民における需要の有無（年代別，アクセスの難易別その他の要素による

需要の有無ないし変動，価格の変化による需要の変動）及びその程度 

○ 企業における需要の有無（企業規模その他の要素による変動，業務内容による

需要の違い）及びその程度 

○ 国・地方自治体における需要の有無（規模その他の要素による変動）及びその

程度 

○ 裁判事件についての需要の有無及びその程度 
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